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議
会
基
本
条
例
制
定
の
背
景

北
海
道
栗
山
町
議
会
の
議
会
基
本
条
例
を
中
心
と
し
た
視
察
に
、
二

O
O
八
年
一
月
二
四
日
に
出
席
し
た
。
当
日
の
参
加
議
員
は

五
一
名
、
平
成
一
九
年
度
内
に
は
一
一
一

O
五
名
の
年
間
の
視
察
が
あ
っ
た
。
視
察
自
体
が
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
、
議
員
は
熱
心
に
質
問

し
、
会
場
は
熱
気
に
あ
ふ
れ
で
い
た
。
栗
山
町
が
地
方
議
会
の
メ
ッ
カ
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
印
象
を
受
け
た
。

伊
賀
市
議
会
で
も
北
海
道
栗
山
町
よ
り
は
距
離
的
に
近
い
せ
い
か
、
視
察
も
一
九
年
度
、

栗
山
町
議
会
や
伊
賀
市
議
会
の
視
察
者
数
か
ら
、
地
方
議
会
議
員
の
議
会
基
本
条
例
へ
の
関
心
の
高
さ
が
伺
え
る
。

一二

O
四
件
あ
っ
た
と
い
う
。

議会基本条例の構成と具体的な展開（市川太一）

二
O
O
六
年
五
月
に
北
海
道
栗
山
町
議
会
が
議
会
基
本
条
例
を
施
行
し
て
以
来
、

O
八
年
四
月
施
行
予
定
の
京
丹
後
市
を
含
め
、

表
1
に
あ
る
よ
う
に
、
一

O
の
県
市
町
に
こ
の
条
例
が
あ
る
。
内
訳
は
、
県
が
一
つ
、
市
が
四
つ
、
町
が
五
つ
で
あ
る
。

議
会
基
本
条
例
は
ま
だ
制
定
さ
れ
始
め
た
ば
か
り
で
あ
る
が
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
関
心
が
高
く
、
つ
く
ら
れ
始
め
た
の
だ
ろ
う
か
。

ど
の
議
会
も
議
会
基
本
条
例
の
制
定
の
理
由
と
し
て
あ
げ
て
い
る
の
は
、
二

0
0
0年
四
月
の
地
方
分
権
一
括
法
の
施
行
で
あ
る
。

こ
の
法
律
に
よ
っ
て
機
関
委
任
事
務
が
廃
止
さ
れ
た
。
明
治
二
一
年
の
市
制
・
町
村
制
の
施
行
以
来
、
こ
の
制
度
に
よ
っ
て
委
任
さ

れ
た
事
務
の
執
行
に
は
、
議
会
が
関
与
で
き
な
か
っ
た
。

次
に
、
今
ま
で
進
め
て
き
た
議
会
改
革
の
上
に
、
こ
の
条
例
を
つ
く
っ
て
い
る
町
や
県
が
あ
る
。
栗
山
町
と
三
重
県
は
分
権
一
括

法
以
前
に
、
独
自
の
改
革
を
積
み
重
ね
て
き
た
。

三
重
県
議
会
の
議
会
基
本
条
例
の
前
文
に
は
、
「
分
権
時
代
を
先
導
す
る
議
会
を
目
指
し
て
、
議
会
改
革
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

知
事
等
へ
の
監
視
機
能
の
強
化
や
政
策
立
案
機
能
の
充
実
等
の
議
論
を
行
い
、
議
会
改
革
推
進
の
た
め
に
、
平
成
十
五
年
十
月
に
は
、

本
県
議
会
の
基
本
理
念
と
基
本
方
向
を
定
め
る
決
議
を
行
う
な
ど
、
真
撃
に
努
力
を
重
ね
て
き
た
」
と
あ
る
。

二
一
つ
日
に
、
こ
の
条
例
が
つ
く
ら
れ
始
め
た
要
因
の
一
つ
と
し
て
市
町
村
合
併
が
考
え
ら
れ
る

D

合
併
に
よ
っ
て
、
一
九
九
九
（
平
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地方公共同体名 施行年月 人口

栗山町（北海道） 2006：年 5Jj 14,304人

三重県 2006年 12月 1,867.696 

湯河原町（神奈川県） 2006年 12月 28.171 

伊賀市（三重県） 2007年 2月 102,393 

今金町（北j毎道） 2007年 5月 6,386 

出雲市（島根県） 2007年 12月 148,609 

南部町（鳥取県） 2007年 12月 12.110 

鉾田市（茨城県） 2007年 12月 51.054 

京丹後市（京都府） 2008年 4月 63,276 

熊取町（大阪府） 2008年 4月 44,638 

慶謄の政治学

議会基本条例施行年月表 1

成
一
二
年
三
月
三
二
日
に
三
二
三
二
あ
っ
た
市
町
村
数
は
、
二

O
O
六
（
平
成
一
八
）

一
八
一
二
に
減
少
し
て
い
る
。
従
来
地
域
か
ら
推
薦
さ
れ
て
議
員

4 

年
三
月
三
二
日
現
在
、

に
な
る
場
合
も
多
か
っ
た
が
、
合
併
に
よ
っ
て
議
員
数
が
減
り
、
議
員
は
一
つ
の
地
域
の

代
表
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
く
な
っ
た
。
二

O
O
八
年
四
月
か
ら
議
会
基
本
条
例
を
施

行
す
る
京
丹
後
市
の
議
員
は
「
合
併
す
る
前
も
旧
町
の
議
員
を
し
て
い
た
が
、
町
民
と
は

顔
の
見
え
る
関
係
だ
っ
た
。
合
併
で
大
き
く
な
り
、
今
ま
で
の
や
り
方
は
踏
襲
で
き
な
い
。

議
員
が
一
緒
に
行
動
し
て
い
く
中
で
、
多
様
な
意
見
を
一
つ
に
ま
と
め
る
こ
と
が
ま
ち
づ

く
り
に
必
要
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。

三
重
県
を
除
き
、
議
会
基
本
条
例
を
制
定
し
た
市
町
村
の
合
併
の
状
況
は
ど
う
だ
ろ
う

か
。
合
併
後
に
議
会
基
本
条
例
を
作
っ
た
の
は
、
伊
賀
市
、
出
雲
市
と
京
丹
後
市
で
あ
る
。

出
雲
市
は
「
新
市
と
し
て
の
一
体
感
を
醸
成
し
、
地
方
議
会
と
し
て
の
あ
る
べ
き
姿
を
一
不

す
た
め
に
も
議
会
運
営
の
基
本
的
事
項
を
定
め
る
」
と
基
本
条
例
の
前
文
に
書
い
て
い
る
。

栗
山
町
は

O
四
年
に
合
併
を
進
め
て
い
た
が
、
南
空
知
三
町
合
併
協
議
会
（
法
定
協
議

会
）
を
構
成
し
て
い
た
一
つ
の
町
が
離
脱
し
て
合
併
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
今
後
検
討
の
予
定
で
あ
る
。
湯
河
原
町
は
「
県
西

地
域
合
併
検
討
会
」
を
つ
く
り
小
田
原
市
な
ど
二
市
八
町
で
合
併
を
検
討
し
始
め
て
い
る
。

と
は
一
一
一
日
え
、
条
例
の
制
定
ま
で
の
道
の
り
は
平
坦
で
は
な
か
っ
た
議
会
も
あ
る
。
議
会
基
本
条
例
が
審
議
さ
れ
た
伊
賀
市
議
会
で

は
、
「
ま
だ
ま
だ
議
員
間
の
議
論
が
十
分
に
行
わ
れ
た
と
は
言
え
な
い
」
と
か
、
「
住
民
自
治
基
本
条
例
が
、
最
高
規
範
制
と
し
て
き

さ
れ
、

ち
っ
と
設
定
を
さ
れ
て
い
る
」
の
で
議
会
基
本
条
例
も
最
高
規
範
に
な
る
と
二
つ
の
最
高
規
範
が
で
き
る
の
か
、
と
い
う
音
山
見
が
出

一
一
名
の
反
対
が
あ
っ
た
が
、
二
二
名
が
賛
成
し
て
可
決
さ
れ
た
。



地
方
公
共
団
体
を
取
り
囲
む
状
況
は
人
口
減
少
・
高
齢
社
会
、
そ
し
て
財
政
難
が
進
み
、
ま
す
ま
す
厳
し
さ
が
増
し
て
い
く
。
市

長
と
議
会
の
対
立
と
い
う
こ
元
代
表
制
の
制
度
的
な
欠
陥
も
あ
い
か
わ
ら
ず
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
制
度
や
議
会
運

営
の
方
法
を
見
直
し
て
い
く
こ
と
は
、
議
会
・
議
員
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
方
公
共
団
体
の
長
、
執
行
機
関
、
住
民
に
と
っ
て
有
意
義

で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
市
や
町
議
会
が
制
定
し
た
議
会
基
本
条
例
の
条
文
を
逐
条
的
に
検
討
し
て
い
く
。

次
に
、
今
ま
で
に
制
定
さ
れ
た
議
会
基
本
条
例
を
比
較
す
る
。
解
説
文
も
含
み
、
特
徴
の
あ
る
条
文
を
取
り
上
げ
た
り
、
モ
デ
ル

と
な
る
条
文
を
考
え
て
い
く
。

三
つ
目
に
、
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
る
事
業
を
い
く
つ
か
取
り
上
げ
、
そ
の
実
施
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
市
や
町
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参
照
し
つ
つ
、
市
会
・
町
会
議
員
、
議
会
事
務
局
職
員
に
も
イ
ン
タ

議会基本条例の構成と具体的な展開（市川太一）

ビ
ュ
ー
を
し
た
。

議
会
基
本
条
例
｜
｜
評
価
で
き
る
点
と
問
題
点

栗
山
町
が
最
初
に
議
会
基
本
条
例
を
制
定
し
た
こ
と
も
あ
り
、

い
ず
れ
の
市
町
と
も
栗
山
町
を
参
考
に
し
て
条
例
を
作
成
し
て
い

る
栗
山
町
は
、
基
本
条
例
以
外
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
「
栗
山
町
議
会
基
本
条
例
の
イ
メ
ー
ジ
」
「
栗
山
町
議
会
基
本
条
例
の
策
定
の

経
過
」
な
ど
を
載
せ
て
い
る
。

解
説
を
公
表
し
て
い
る
の
は
、
栗
山
町
、
今
金
町
と
京
丹
後
市
で
あ
る
。

各
町
や
市
の
議
会
基
本
条
例
の
条
文
を
逐
条
的
に
検
討
し
て
い
く
。
従
っ
て
章
名
な
ど
、
各
町
や
市
な
ど
の
条
例
と
対
応
し
て
い



な
い
箇
所
が
あ
る
。
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前
文
｜
｜
議
会
基
本
条
例
は
何
の
た
め
に
つ
く
ら
れ
る
の
か

前
文
で
は
、
条
例
を
つ
く
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
二

0
0
0
（
平
成
一
二
）
年
の
地
方
分
権
一
括
法
の
施
行
に
つ
い
て
触
れ

慶躍の政治学

ら
れ
て
い
る
。

三
重
県
議
会
が
条
例
制
定
に
先
立
ち
、
議
会
改
革
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
実
例
が
あ
げ
て
い
る
よ
う
に
、
議
会
改
革
の
積

み
重
ね
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
つ
い
て
書
か
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

議
会
が
何
を
め
ざ
す
の
か
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
べ
き
か
、
基
本
条
例
に
は
不
可
欠
の
要
素
で
あ
る
。

栗
山
町
議
会
は
「
自
治
体
事
務
の
立
案
、
決
定
、
執
行
、
評
価
に
お
け
る
論
点
、
争
点
を
広
く
町
民
に
明
ら
か
に
す
る
責
務
を
有

し
て
い
る
。
自
由
か
っ
達
な
討
議
を
と
お
し
て
、
こ
れ
ら
の
論
点
、
争
点
を
発
見
、
公
開
す
る
こ
と
は
討
論
の
広
場
で
あ
る
議
会
の

使
命
で
あ
る
」
と
討
論
を
重
視
し
て
い
る
。

湯
河
原
町
の
条
例
は
、
「
議
会
は
、
二
元
代
表
制
の
下
で
、
執
行
機
関
た
る
町
長
及
び
各
種
委
員
会
を
監
視
す
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、

議
会
の
監
視
機
能
を
重
視
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
京
丹
後
市
も
「
市
長
等
執
行
機
関
の
市
政
運
営
状
況
を
監
視
す
る
」
と
い

う
文
章
を
入
れ
て
い
る
。

湯
河
原
町
と
京
丹
後
市
よ
り
先
に
、
三
重
県
議
会
が
「
政
策
決
定
並
び
に
知
事
等
の
事
務
の
執
行
に
つ
い
て
監
視
及
び
評
価
」
を

条
例
の
前
文
に
入
れ
て
い
る
。

2 

第
一
章

目
的

伊
賀
市
の
よ
う
に
「
第
一
条

こ
の
条
例
は
、
議
会
運
営
及
び
議
員
に
係
る
基
本
事
項
を
定
め
、
議
会
及
び
議
員
の
活
動
に
よ
り
、



ク
ひ
と
が
輝
く
、
地
域
が
輝
く
ψ

伊
賀
の
ゆ
た
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
こ
と
」
を
置
く
と
、
目
的
が
明
確
に
な
り
、
親
し
み

も
わ
く
。

今
金
町
は
「
今
金
町
に
暮
ら
す
全
て
の
人
た
ち
の
町
民
福
祉
が
向
上
し
、
安
心
し
て
楽
し
く
生
活
で
き
る
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
」
（
一
条
）
を
目
的
に
置
い
て
い
る
。

議
会
・
議
員
の
活
動
原
則

こ
の
章
は
議
会
と
議
員
の
二
つ
の
活
動
原
則
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

3 

第
二
章

今
金
町
は
、
「
議
会
は
、
議
員
、
町
長
及
び
執
行
機
関
の
長
並
び
に
補
助
機
関
で
あ
る
職
員
（
以
下
「
町
長
等
」
と
い
う
。
）
、
町
民

議会基本条例の構成と具体的な展開（市川太一）

に
よ
る
『
ま
ち
づ
く
り
の
討
論
の
場
』
で
あ
る
」
と
定
義
し
て
い
る
。
議
員
、
町
長
、
職
員
の
役
割
を
書
き
、
ま
ち
づ
く
り
の
討
論

の
場
と
し
て
い
る
点
に
、
今
金
町
の
条
例
の
特
徴
が
あ
る
。

議
会
会
議
規
則
の
内
容
に
継
続
的
な
見
直
し
を
入
れ
て
い
る
の
は
栗
山
町
で
あ
る
。
栗
山
町
は
、
町
民
の
た
め
に
議
会
が
あ
っ
て
、

そ
の
た
め
に
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
、
具
体
的
に
書
い
て
い
る
。

「
傍
聴
者
の
求
め
に
応
じ
て
議
案
の
審
議
に
用
い
る
資
料
等
を
提
供
す
る
な
ど
、
町
民
の
傍
聴
意
欲
を
高
め
る
議
会
運
営
に
努
め
る
。
」
（
第

二
条
3

）

「
議
会
は
：
：
：
会
議
を
休
憩
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
理
由
及
び
再
開
の
時
刻
を
傍
聴
者
に
説
明
す
る
よ
う
努
め
る
。
」
（
第
二
条
4
）

こ
れ
ら
の
原
則
は
、
傍
聴
さ
せ
て
や
っ
て
い
る
と
い
う
議
会
が
多
い
中
で
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
傍
聴
し
て
も
ら
え
る
の
か
を
考

え
て
実
施
し
て
い
る
の
で
評
価
で
き
る
。

7 



議
員
の
活
動
で
は
、
議
員
と
し
て
自
己
の
能
力
を
高
め
る
、
狭
い
範
囲
の
代
表
で
は
な
く
（
一
部
団
体
及
び
地
域
の
代
表
に
と
ら
わ

H本政治

れ
ず
）
、
市
民
全
体
の
た
め
に
議
員
が
活
動
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。

栗
山
町
は
会
派
に
つ
い
て
の
条
文
を
置
い
て
い
な
い
。
伊
賀
市
の
条
例
は
、
会
派
を
「
政
策
を
中
心
と
し
た
同
一
の
理
念
を
共
有

慶躍の政治学

す
る
議
員
で
構
成
し
、
活
動
す
る
」
（
四
条
）
と
し
て
い
る
。
地
方
議
会
の
会
派
は
し
ば
し
ば
人
間
関
係
の
集
団
と
な
っ
て
い
る
中
で
、

政
策
を
中
心
と
し
て
い
る
と
書
い
て
い
る
点
で
意
味
の
あ
る
条
文
で
あ
る
。

た
だ
し
、
問
題
点
と
し
て
、
「
政
党
に
関
係
し
て
い
な
い
無
所
属
議
員
は
ど
う
す
る
の
か
」
、
「
議
会
運
営
の
た
め
に
政
策
の
異
な

る
人
が
一
つ
の
会
派
に
集
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
場
合
は
ど
う
す
る
の
か
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
現
状
で
は
、
会
派
は
発
ユ
一
一
口
機
会
の

の
た
め
の
グ
ル
ー
プ
に
も
な
っ
て
い
る
。

確
保
（
一
般
質
問
）

4 

時
現
三
立
早

市
民
・
町
民
と
議
会
の
関
係

議
員
が
市
民
・
町
民
の
た
め
に
あ
る
と
い
う
姿
勢
は
議
会
内
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
栗
山
町
の
条
例
で
は
、
町
民
に
対
し
て
少
な
く

と
も
年
一
回
は
議
会
報
告
会
を
開
く
。
町
民
が
議
会
を
で
き
る
だ
け
傍
聴
し
や
す
く
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
議
会
が
自
ら
町
民
に
対

し
て
報
告
会
を
開
催
す
る
。
議
会
基
本
条
例
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
こ
の
議
会
報
告
会
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
こ
の
報
告
会

が
実
施
さ
れ
て
い
る
の
か
、
次
の
節
で
取
り
上
げ
る
。

議
会
報
告
会
は
町
民
と
情
報
を
共
有
す
る
方
法
の
一
つ
で
あ
る
。
情
報
の
共
有
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
共
通
認
識
は
、
町
政
へ
の
関

心
を
高
め
る
。
厳
し
い
財
政
状
況
を
乗
り
切
る
た
め
に
、
官
民
協
同
（
住
民
参
加
）
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
環
境
整
備
に
も
役
立
つ
。

議
会
報
告
会
は
町
民
の
知
る
権
利
へ
の
対
応
で
も
あ
り
、
議
会
の
説
明
責
任
を
果
た
す
機
会
で
も
あ
る
。
議
員
が
自
分
の
支
持
基
盤

以
外
に
出
か
け
て
い
く
こ
と
で
町
全
体
の
実
態
を
把
握
で
き
、
自
分
が
町
民
全
体
の
代
表
者
と
い
、
ヱ
思
識
を
も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
な
る
。



栗
山
町
で
は
請
願
や
陳
情
は
町
民
に
よ
る
政
策
提
案
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
「
そ
の
審
議
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
提
案
者
の
意
見

を
聞
く
機
会
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

議
員
個
人
は
町
民
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
重
要
な
議
案
に
対
す
る
各
議
員
の
態
度
を
議
会
広
報
で
公
表
す
る
」
。

今
金
町
は
、
町
民
と
自
由
に
意
見
交
換
す
る
た
め
に
町
民
会
議
を
開
催
す
る
。

議
会
報
告
会
以
外
に
、
栗
山
町
で
は
町
民
が
議
会
に
参
加
で
き
る
制
度
と
し
て
一
般
会
議
が
あ
り
、
こ
の
一
般
会
議
は
栗
山
町
で

は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
節
で
取
り
あ
げ
る
。

議
会
と
行
政
の
関
係

議
員
と
市
長
な
ど
と
の
質
疑
の
規
則
を
定
め
て
い
る
。
伊
賀
市
の
条
例
は
、
議
場
に
と
ど
ま
ら
ず
、
議
長
を
経
由
し
て
文
書
で
も

5 

第
四
章

議会基本条例の構成と具体的な展開（市川太一）

質
問
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
文
書
と
し
て
残
す
。

栗
山
町
の
第
六
条
は
政
策
の
形
成
過
程
・
政
策
に
必
要
な
要
素
を
定
め
て
い
る
。
何
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
わ
か
り

や
す
く
必
要
な
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
定
め
て
い
る
。

湯
河
原
町
は
、
政
策
の
発
生
源
を
「
当
該
政
策
を
必
要
と
す
る
原
因
ま
た
は
背
景
」
と
い
う
よ
う
に
一
般
的
な
内
容
に
し
て
い
る
。

よ
り
明
確
化
す
る
た
め
に
「
政
策
の
責
任
者
及
び
担
当
部
署
」
を
入
れ
た
方
が
よ
い
。

伊
賀
市
は
栗
山
町
の
条
文
に
、
「
提
案
に
至
る
ま
で
の
経
緯
」
を
号
に
加
え
て
い
る
。
し
か
し
「
提
案
に
至
る
ま
で
の
経
緯
」
よ

り
は
「
提
案
に
至
る
ま
で
の
検
討
の
過
程
」
の
方
が
文
章
と
し
て
明
確
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
号
以
降
に
、
検
討
事
項
を
具
体

的
に
展
開
し
て
い
く
形
に
な
っ
て
い
る
。

予
算
及
び
決
算
は
市
民
や
町
民
に
わ
か
り
や
す
く
提
示
す
る
た
め
に
、
施
策
別
、
事
業
別
の
資
料
の
作
成
を
市
長
に
求
め
て
い
る
。

伊
賀
市
の
条
例
を
例
に
し
て
、
条
文
を
ま
と
め
る
と
左
記
の
よ
う
に
な
る
。
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（
議
会
審
議
に
お
け
る
論
点
情
報
の
形
成
）

ハ
リー

第
九
条

議
会
は
、
市
（
町
）
長
が
提
案
す
る
重
要
な
政
策
に
つ
い
て
、
議
会
審
議
に
お
け
る
論
点
情
報
を
形
成
し
、
そ
の
政
策
水
準
を
高

め
る
こ
と
に
資
す
る
た
め
、
市
（
町
）
長
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
よ
う
求
め
る
も
の
と
す
る
。

(8) (7) (6) (5) (4) (3) (2) (1) 

当
該
政
策
を
必
要
と
す
る
原
因
ま
た
は
背
景

政
策
の
担
当
部
署
及
び
責
任
者

提
案
に
至
る
ま
で
の
検
討
過
程

他
の
自
治
体
の
類
似
す
る
政
策
と
の
比
較
検
討

市
民
参
加
の
実
施
の
有
無
と
そ
の
内
容

総
合
計
画
と
の
整
合
性

財
源
措
置

将
来
に
わ
た
る
コ
ス
ト
計
算

6 

第
五
章

自
由
討
議
（
討
論
の
広
場
）

本
会
議
は
市
長
へ
の
質
問
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
が
、
議
員
間
の
自
由
討
議
を
中
心
に
運
営
し
、
議
論
を
尽
く
し
、
合
意
形
成
に
努

め
る
と
栗
山
町
の
第
五
章
に
は
書
か
れ
て
い
る
。

他
の
条
例
の
基
に
な
っ
て
い
る
栗
山
町
の
条
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
第
五
章

（
自
由
討
議
に
よ
る
合
意
形
成

自
由
討
議
の
拡
大

第
九
条

議
会
は
、
議
員
に
よ
る
討
論
の
広
場
で
あ
る
こ
と
を
十
分
に
認
識
し
、
議
長
は
、
町
長
等
に
対
す
る
本
会
議
等
へ
の
出
席
要
請
を



必
要
最
小
限
に
と
ど
め
、
議
員
相
互
間
の
討
議
を
中
心
に
運
営
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

こ
れ
に
対
し
て
、
今
金
町
は
章
名
を
「
討
論
の
広
場
」
と
し
、
「
町
長
等
に
対
す
る
本
会
議
等
へ
の
出
席
要
請
を
必
要
最
小
限
に

と
ど
め
」
を
削
除
し
て
い
る
。
町
民
に
と
っ
て
は
、
「
第
五
章

自
由
討
議
の
拡
大
」
よ
り
も
討
論
の
広
場
の
方
が
わ
か
り
や
す
い

か
も
し
れ
な
い
。
町
長
等
の
出
席
に
関
す
る
規
定
は
、
議
会
と
委
員
会
の
位
置
づ
け
の
違
い
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

今
金
町
は
栗
山
町
と
同
じ
町
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
委
員
会
を
重
視
し
て
い
る
。
「
議
会
は
、
社
会
経
済
情
勢
等
に
よ
り
新
た
に
生

じ
る
行
政
課
題
に
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
委
員
会
の
専
門
性
と
特
性
を
生
か
し
適
切
な
運
営
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
」
（
一

O
条）

伊
賀
市
は
、
「
議
会
の
合
意
形
成
」
に
加
え
、
「
共
通
認
識
の
醸
成
を
図
り
、
合
意
形
成
を
得
る
た
め
、
政
策
討
論
会
」
を
開
催
し

議会基本条例の構成と具体的な展開（市川太一）

て
い
る
。
条
例
の
制
定
後
、
二
度
、
伊
賀
市
議
会
は
政
策
討
論
会
を
開
催
し
て
い
る
。
伊
賀
市
議
会
基
本
条
例
「
議
会
政
策
討
論
会

設
置
要
綱
」
に
お
い
て
、
こ
の
討
論
会
は
「
議
員
の
意
見
交
換
の
場
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

議
会
運
営
に
つ
い
て
は
、
栗
山
町
で
は
整
然
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
節
で
取
り
上
げ
る
。

第
六
章

委
員
会
の
活
動

7 栗
山
町
に
は
な
い
が
、
伊
賀
市
は
こ
の
委
員
会
の
活
動
を
置
い
て
い
る
。
こ
こ
で
も
市
民
に
対
し
て
資
料
な
ど
を
積
極
的
に
公
開

し
、
市
民
の
要
請
に
応
じ
て
出
前
講
座
を
積
極
的
に
行
う
。

政
務
調
査
費

議
員
が
保
管
す
る
書
類
を
、
伊
賀
市
個
人
情
報
保
護
条
例
に
準
ず
る
と
し
な
が
ら
も
、
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
は
い
つ
で
も
閲
覧

8 

第
七
章

11 



に
供
す
る
と
し
て
い
る
。
栗
山
町
は
議
長
へ
の
報
告
書
と
町
民
へ
の
報
告
書
を
義
務
づ
け
て
い
る
。

日本政治

12 

9 

仲
田
知
八
且
早

議
会
及
び
議
会
事
務
局
の
体
制
整
備

慶曜の政治学

議
員
研
修
、
議
会
事
務
局
の
体
制
、
議
会
図
書
室
、
議
会
広
報
な
ど
が
こ
の
章
の
主
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
中
で
、
議
員

研
修
に
つ
い
て
は
、
伊
賀
市
は
「
各
分
野
の
専
門
家
、
市
民
等
と
の
議
員
研
修
会
を
年
一
回
以
上
開
催
す
る
」
（
一
五
条
）
と
義
務

化
し
て
い
る
。

nu 
全
体
と
し
て
、
市
民
の
視
点
も
あ
る
が
、
議
会
基
本
条
例
は
市
長
・
行
政
か
ら
議
会
の
独
立
性
を
確
保
し
た
い
と
い
う
意
識
が
非

常
に
強
い
。
こ
の
議
員
定
数
に
関
す
る
条
文
の
中
に
明
確
に
、
そ
の
よ
う
な
意
識
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
九
章

議
員
の
身
分
及
び
待
遇
、
政
治
倫
理

伊
賀
市
は
「
第
二

O
条

議
員
定
数
の
改
正
に
当
た
っ
て
は
、
行
財
政
改
革
の
視
点
だ
け
で
は
な
く
、
市
政
の
現
状
と
課
題
、
将

来
の
予
測
と
展
望
を
十
分
に
考
慮
す
る
」
と
し
て
い
る
。

「
議
員
定
数
の
基
準
は
、
人
口
、
面
積
、
財
政
力
及
び
市
の
事
業
課
題
並
び
に
類
似
市
の
議
員
定
数
と
比
較
検
討
し
、
決
定
す
る

も
の
と
す
る
」
と
い
う
伊
賀
市
の
条
文
に
あ
る
よ
う
に
、
具
体
的
に
定
数
を
決
定
す
る
基
準
を
定
め
て
い
る
。
解
説
に
は
さ
ら
に
、
「
定

数
の
改
正
は
、
市
長
の
提
案
権
を
認
め
る
も
の
の
、
市
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
が
た
め
に
も
、
議
員
が
提
案
す
る
も
の
」
と
書

か
れ
て
い
る
。

湯
河
原
町
は
、
議
員
定
数
や
議
員
報
酬
の
改
正
に
あ
た
っ
て
は
「
町
民
等
を
含
む
第
三
者
機
関
に
よ
る
議
員
活
動
の
客
観
的
な
評

価
等
を
参
考
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
一
四
条
）
と
し
て
い
る
。
今
金
町
も
同
じ
よ
う
な
条
文
を
置
い
て
い
る
。

湯
河
原
町
と
今
金
町
の
場
合
、
評
価
と
は
具
体
的
に
は
何
を
さ
し
て
い
る
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
。



京
丹
後
市
も
今
金
町
と
同
様
に
参
考
人
制
度
や
公
聴
会
制
度
の
活
用
を
定
め
て
い
る
。

什

第

一

O
章
最
高
規
範
性
と
見
直
し
手
続

議
会
基
本
条
例
が
議
会
運
営
に
お
け
る
最
高
規
範
で
あ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
伊
賀
市
は
、
基
本
条
例
の
理
念
の
徹
底
化

の
た
め
に
、
研
修
を
義
務
付
け
て
い
る
点
が
他
の
市
や
町
に
な
い
特
徴
で
あ
る
。

議
会
基
本
条
例
の
具
体
的
な
展
開

議会基本条例の構成と具体的な展開（市）｜｜太一）

議
会
基
本
条
例
を
制
定
し
て
い
な
い
議
会
の
議
員
に
関
心
が
強
い
事
項
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
て
い
る
の

か
紹
介
し
、
課
題
な
ど
を
取
り
上
げ
た
い
。

自
由
討
議

議
会
で
の
質
疑
な
ど
が
多
く
の
規
則
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
る
の
に
は
、
表
現
は
適
切
で
な
い
が
驚
か
さ
れ
る
。

ト）

一
問
一
答

一
問
一
答
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

筆
者
は
栗
山
町
議
会
臨
時
会
（
一
一

O
O
八
年
一
月
二
四
日
九
時
半
か
ら
開
催
）
を
傍
聴
し
た
。
傍
聴
席
の
入
り
口
に
は
、
傍
聴
者
が

栗
山
町
の
自
由
討
議
（
質
疑
応
答
）
、

臨
時
会
を
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
議
員
と
同
じ
資
料
が
置
か
れ
て
い
た
。

「
議
案
第
九
号
・
栗
山
町
図
書
館
に
係
わ
る
指
定
管
理
者
の
選
定
に
つ
い
て
」
を
例
に
し
て
議
事
運
営
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。
図

13 

式
化
す
る
と
、
左
記
の
通
り
で
あ
る
。
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提
案
理
由
の
説
明
（
町
長
）
↓
質
疑
（
議
員
A
）
↓
答
弁
（
教
育
次
長
）
↓
討
論
（
反
対
討
論
・
議
員
A
）
↓
採
決
（
起
立
多
数
）

14 

ま
ず
、
町
長
が
議
案
の
提
案
理
由
を
説
明
し
、
質
問
の
あ
る
議
員
が
挙
手
を
し
て
質
問
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
教
育
次
長
が
答
弁

を
す
る
。
議
長
は
、
他
に
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
と
確
認
し
、
な
け
れ
ば
質
疑
の
打
ち
切
り
を
宣
言
す
る
。
そ
の
後
、
こ
れ
か
ら
討

論
に
入
り
ま
す
と
議
長
が
述
べ
る
。
議
案
に
反
対
の
議
員
は
挙
手
を
し
、
反
対
理
由
を
述
べ
る
。
原
案
に
対
し
て
賛
成
討
論
が
な
け

慶膳の政治学

れ
ば
、
討
論
の
終
了
を
議
長
が
宣
言
し
、
採
決
を
取
る
と
い
う
手
順
で
議
事
運
営
が
進
め
ら
れ
る
。

（二）

反
問
権

も
う
一
つ
、
議
会
基
本
条
例
の
特
徴
は
反
問
権
で
あ
る
。
こ
の
条
例
制
定
後
、
栗
山
町
で
二
件
、
伊
賀
市
で
一
件
、
反
問
権
が
行

使
さ
れ
て
い
る
。

平
成
一
八
年
第
五
回
栗
山
町
議
会
定
例
会
（
二

O
O
六
年
六
月
一
一
一
日
）
に
お
け
る
楢
崎
忠
彦
議
員
の
一
般
質
問
（
学
校
開
放
給
食

会
の
実
施
に
つ
い
て
）
に
対
し
て
中
村
教
育
長
が
「
論
議
が
深
ま
ら
な
い
、
取
り
上
げ
る
趣
旨
、
ね
ら
い
、
何
を
深
め
て
い
く
の
か
、

聞
き
た
い
」
と
反
問
権
を
行
使
し
た
。

も
う
一
件
は
、
磯
見
秀
喜
議
員
か
ら
の
一
般
質
問
に
対
し
て
町
長
か
ら
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
内
容
は
何
か
、
事
業
の
再
生
は

何
を
さ
し
て
い
る
の
か
」
と
い
う
確
認
の
た
め
の
質
問
が
あ
っ
た
。

伊
賀
市
で
は
、
議
会
基
本
条
例
を
制
定
し
た
当
時
の
議
長
で
あ
っ
た
安
本
美
栄
子
議
員
に
対
し
て
、
教
育
長
は
子
育
て
や
子
ど
も

の
健
全
育
成
条
例
の
指
針
と
す
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
「
輝
け
！
い
が
つ
子
憲
章
」
に
つ
い
て
、
そ
の
周
知
方
法
を
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
か
、
反
問
し
て
い
る
。
議
事
録
に
は
次
の
よ
う
な
教
育
長
の
質
問
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

「
安
本
議
員
さ
ん
は
恐
ら
く
こ
う
い
う
ご
質
問
を
な
さ
る
に
当
た
っ
て
は
、
こ
う
し
た
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
施
策
を
お
持
ち
だ
と

思
い
ま
す
ん
で
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
れ
ば
、
私
は
ま
た
そ
れ
や
二
つ
の
施
策
に
生
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま



す
ん
で
、
ひ
と
つ
あ
り
ま
し
た
ら
お
尋
ね
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
」

議
員
は
質
問
を
す
る
際
に
執
行
機
関
か
ら
の
反
問
を
予
想
し
準
備
す
る
必
要
が
出
て
く
る
だ
ろ
う
し
、
議
員
に
緊
張
感
を
も
た
せ

る。
2 

議
会
報
告
会

二
O
O
四
年
の
デ

l
タ
だ
が
、
議
会
ま
た
は
委
員
会
主
催
の
住
民
懇
談
会
ま
た
は
議
会
報
告
会
を
実
施
し
て
い
る
の
は
、
全
町
村

二
四
九
七
中
二
一
八
町
村
、
比
率
で
言
、
っ
と
七
・
五
%
に
な
る
。
そ
の
後
、
増
え
て
い
る
だ
ろ
う
し
、
市
を
加
え
る
と
も
っ
と
多
く

な
る
の
だ
ろ
う
が
、
全
市
町
村
で
は
ま
だ
少
な
い
。

議
会
基
本
条
例
の
中
で
も
、
議
会
報
告
会
は
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
事
業
で
あ
る
。

議会基本条例の構成と具体的な展開（市川太一）

栗山町議会報告会

参加者総数！ 会場数

370名 I i2 

231 I i2 

300 I i2 

表2

05年度

06年度

07年度

（一）

栗
山
町

O
五
年
度
は
三
七

O
名
が
参
加
し
て
い
る
。

O
六
年
度
は
前
年
度
同
様
二
一
会
場
で
実
施
し
た
が
、
二
年
目

の
せ
い
か
、
参
加
者
数
は
大
幅
に
減
っ
て
い
る
（
表
2
）
。
そ
の
た
め
に
、

会
場
を
入
れ
替
え
て
い
る
。
時
間
は
七
時
か
ら
と
な
っ
て
い
る
。

O
七
年
度
は
一
二
会
場
の
う
ち
五

栗
山
町
議
会
は
開
催
報
告
会
要
領
を
定
め
て
い
る
。

実
施
は
毎
年
三
月
下
旬
と
時
期
を
決
め
て
い
る
。

O
六
年
度
は
四
月
六
日
か
ら
五
日
間
、

O
七
年
度
は
一
二
月

二
七
日
か
ら
五
日
間
と
な
っ
て
い
る
。
年
度
に
よ
っ
て
多
少
異
な
っ
て
い
る
。

報
告
内
容
は
議
会
に
お
け
る
一
般
質
問
と
そ
れ
に
対
す
る
答
弁
、
予
算
の
審
議
状
況
な
ど
、
そ
の
年
度
を
総

lラ

括
的
に
ま
と
め
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。



出
席
す
る
議
員
か
ら
な
る
班
の
編
成
や
構
成
に
つ
い
て
、
六
人
単
位
、
当
選
期
別
と
か
、
年
齢
な
ど
、
決
め
る
際
の
基
準
が
具
体

16 
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的
に
決
め
ら
れ
て
い
る
。

開
催
方
法
、
周
知
方
法
、
報
告
会
次
第
、
そ
の
他
、
会
場
の
設
営
・
準
備
は
町
内
会
ま
た
は
自
治
会
と
合
同
で
行
う
な
ど
、
詳
細

慶躍の政治学

で
あ
る
。

議
会
に
対
す
る
要
望
は
全
会
場
一
緒
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
意
見
、
要
望
に
対
す
る
処
理
・
対
応
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
。
例

え
ば
、
「
議
場
の
出
席
人
員
の
多
さ
（
部
長
・
課
長
の
人
員
削
減
）
」
と
い
う
意
見
・
要
望
に
対
し
て
、
「
部
長
・
課
長
な
ど
説
明
員
が

多
い
と
感
じ
て
い
る
。
説
明
員
の
要
請
は
議
長
の
権
限
で
あ
る
が
、
町
側
と
話
し
合
い
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
（
窓
口
な
ど
）
に
影
響
の

な
い
よ
う
配
慮
す
る
。
」
（
平
成
一
七
年
）
と
答
え
て
い
る
。

町
に
対
す
る
意
見
・
要
望
は
、

一
八
年
二

O
、

一
九
年
一
六
件
で
あ
っ
た
。

一
七
年
二
一
六
、

（二）

伊
賀
市

伊
賀
市
は
二

O
O
七
年
七
月
か
ら
一

O
月
に
か
け
て
、
議
会
報
告
会
を
住
民
自
治
協
議
会
と
協
議
し
、
一
二
会
場
で
開
催
し
て
い

る
開
催
時
間
は
夜
の
七
時
か
ら
九
時
ま
で
が
多
く
、
参
加
者
総
数
は
四
三
六
名
、

一
会
場
で
平
均
二

O
名
程
度
で
あ
る
。
議
会
報
告

会
実
施
要
綱
に
従
っ
て
、
議
席
順
で
班
を
作
り
、
司
会
や
記
録
者
な
ど
を
決
め
て
会
を
実
施
し
て
い
る
。
栗
山
町
の
よ
う
に
、
議
長

が
全
体
を
見
な
が
ら
、
班
構
成
を
し
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
な
形
で
報
告
会
を
開
く
の
は
、
議
員
と
市
民
相
互
に
負
担
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
が
、
両
者
に
音

る。
議
員
の
役
割
の
一
つ
と
し
て
市
民
の
要
望
を
行
政
に
伝
え
る
こ
と
が
あ
る
。
議
員
個
別
に
要
望
を
受
け
る
の
で
は
な
く
、
各
会
派

か
ら
議
員
が
出
て
行
っ
て
い
る
点
に
も
意
味
が
あ
る
。



問
題
点
と
し
て
、
報
告
書
を
見
る
限
り
、
報
告
者
に
よ
っ
て
報
告
内
容
に
差
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

各
報
告
書
は
「
議
会
報
告
会
に
お
け
る
市
行
政
に
対
す
る
要
望
・
提
言
等
の
報
告
に
つ
い
て
」
と
い
う
表
題
で
一

O
数
項
目
に
ま

と
め
ら
れ
、
市
長
へ
八
月
に
議
長
名
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。
報
告
の
一
部
を
紹
介
す
る
と
、
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

市
駅
前
再
開
発
事
業
に
つ
い
て

①
市
民
へ
の
事
業
説
明
不
足

②
市
民
へ
の
メ
リ
ッ
ト
は
な
い

③
五
階
建
て
は
城
下
町
に
は
不
釣
合
い

④
当
該
事
業
の
必
要
性
に
疑
問
を
持
つ

議会基本条例の構成と具体的な展開（市川太一）

・
近
鉄
伊
賀
線
の
存
続
だ
け
で
な
く
、

J
R
関
西
本
線
、
並
び
に
路
線
パ
ス
の
存
続
策
も
図
ら
れ
た
い

自
治
協
議
会
、
自
治
会
と
の
関
係
の
明
確
化

報
告
書
と
同
じ
よ
う
に
、
記
載
内
容
は
も
う
少
し
詳
し
い
方
が
よ
い
。

栗
山
町
は
、
個
々
の
会
場
の
議
事
録
が
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
伊
賀
市
は
議
事
録
を
作
成
し
て
お
り
、
こ
の
点
は
評
価
さ
れ
る
。

栗
山
町
議
会
橋
場
議
長
と
伊
賀
市
議
会
の
安
本
議
員
に
報
告
会
の
評
価
を
聞
い
て
み
た
。

「
議
会
報
告
会
に
出
る
の
に
、
議
員
は
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
議
員
の
資
質
向
上
に
役
立
つ
。
」
（
橋
場
）

「
町
民
に
議
員
活
動
や
政
務
調
査
費
な
ど
を
理
解
し
て
も
ら
う
機
会
に
な
る
。
」
（
橋
場
）

17 

「
自
分
の
地
元
以
外
の
市
民
と
会
う
こ
と
が
で
き
る
。
」
（
安
本
）



「
事
前
に
行
く
地
域
の
勉
強
を
す
る
の
で
地
域
の
課
題
が
何
か
わ
か
る
。
」
（
安
本
）

日本政治

18 

「
住
民
ニ

l
ズ
を
吸
い
上
げ
る
機
会
に
な
り
、
情
報
収
集
に
も
な
る
。
」
（
安
本
）

慶雁の政治学

議
会
報
告
会
は
市
民
・
町
民
の
要
望
を
知
る
上
で
は
意
義
の
あ
る
試
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
市
長
な
ど
が
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
す
る
市
町
の
場
合
は
、
議
会
と
首
長
の
関
係
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
伊
賀
市
議
会
安
本
議
員
は
市
長
と

議
員
の
違
い
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

「
市
長
の
実
施
す
る
地
区
懇
談
会
と
議
会
報
告
会
は
重
複
し
な
い
。
ま
ず
、
議
会
報
告
会
の
冒
頭
で
地
区
懇
談
会
と
の
違
い
を
説
明
す
る
。

議
員
は
要
望
に
つ
い
て
、
住
民
に
優
先
順
位
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
と
言
え
る
。
市
長
よ
り
は
議
員
の
方
が
市
民
に
近
い
。
」

3 

一
般
会
議
（
栗
山
町
）

栗
山
町
は
、
議
会
報
告
会
の
ほ
か
に
一
般
会
議
を
設
置
し
て
い
る
。
「
一
般
会
議
は
議
会
へ
の
町
民
参
加
の
機
会
を
設
け
る
と
と

も
に
、
多
様
な
住
民
の
意
思
・
意
見
を
聴
取
し
、
そ
こ
か
ら
発
生
す
る
町
政
上
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
政
策
提
案
の
拡
大
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
団
体
、
個
人
グ
ル
ー
プ
な
ど
か
ら
ご
希
望
が
あ
れ
ば
、
可
能
な
限
り
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
」
と
一
般
会
議
の
目
的
が
書
か
れ
て
い
る
。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
見
る
限
り
、
二

O
O
六
年
に
は
商
工
会
議
所
、

O
七
年
に
は
農
業
委
員
会
、
建
設
協
会
、
栗
山
町
（
行
政
）
、

栗
山
町
総
合
計
画
審
議
会
と
一
般
会
議
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
ま
で
に
個
人
と
の
一
般
会
議
は
な
い
。

建
設
協
会
と
の
一
般
会
議
で
は
、
協
会
側
か
ら
は
、
平
成
九
年
に
は
三
五
億
円
あ
っ
た
公
共
工
事
が
一
八
年
に
は
四
億
九
千
万
円

（
見
込
み
）
と
な
っ
て
い
る
現
状
が
説
明
さ
れ
、
公
共
工
事
へ
の
配
慮
、
町
内
業
者
へ
の
優
遇
、
公
営
住
宅
の
発
注
量
の
拡
大
な
ど



に
つ
い
て
要
望
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
議
員
は
農
業
な
ど
へ
の
異
業
種
へ
参
入
し
た
ら
ど
う
か
、
町
の
財
政
状
況
へ
の
理
解

を
求
め
る
意
見
な
ど
を
述
べ
て
い
る
。

議会基本条例の構成と具体的な展開（市川太一）

栗
山
町
（
行
政
）
と
の
一
般
会
議
は
、
主
に
総
合
計
画
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
。
町
か
ら
は
総
合
計
画
七
年
間
の

最
初
三
年
は
し
っ
か
り
と
し
た
努
力
目
標
を
示
し
、
後
半
の
四
年
は
状
況
に
応
じ
て
見
直
し
し
て
い
き
た
い
、
議
員
か
ら
は
後
半
の

四
年
の
展
望
計
画
く
ら
い
は
の
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
い
う
よ
う
な
や
り
と
り
が
議
事
概
要
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

総
合
計
画
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
二

O
O七
年
一

O
月
一
六
日
に
、
栗
山
町
総
合
計
画
審
議
会
を
対
象
に
し
て
一
般
会
議
が
開
か

れ
、
町
が
作
成
し
た
案
に
対
し
て
議
会
修
正
案
を
説
明
し
、
審
議
会
に
意
見
を
求
め
た
。
審
議
会
の
委
員
か
ら
は
議
会
案
へ
の
質
問

や
意
見
が
出
さ
れ
、
議
員
が
答
え
て
い
る
。

町
の
総
合
計
画
を
議
会
が
検
討
し
、
そ
の
案
に
つ
い
て
審
議
会
に
意
見
を
求
め
る
と
い
う
の
は
理
想
的
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
般
会
議
は
政
策
形
成
の
過
程
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
、
議
会
が
町
長
と
住
民
と
意
見
を
交
わ
し
始
め
て
い
る
。

一
般
会
議
は
政
策
の
形
成
過
程
を
公
開
す
る
と
い
う
意
義
も
あ
る
。

四

議
会
基
本
条
例
の
意
義
と
課
題

議
会
基
本
条
例
の
構
成
を
章
ご
と
に
検
討
し
、
そ
の
基
本
条
例
に
基
づ
く
実
践
を
紹
介
し
て
き
た
。
条
例
の
制
定
に
よ
っ
て
議
会

や
議
員
の
あ
り
方
の
見
直
し
、
議
員
の
仕
事
に
つ
い
て
の
明
確
化
、
住
民
の
意
見
の
汲
み
上
げ
、
行
政
や
議
会
の
も
っ
て
い
る
情
報

の
公
開
な
ど
が
今
ま
で
以
上
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
評
価
で
き
る
点
も
多
い
。

委
員
会
と
本
会
議
の
関
係
、
委
員
会
で
行
政
と
議
論
す
べ
き
こ
と
、
本
会
議
に
お
け
る
一
般
質
問
の
あ
り
方
な
ど
、
検
討
す
べ
き

19 

事
項
が
ま
だ
多
い
け
れ
ど
も
、
議
会
基
本
条
例
は
、
こ
れ
ら
を
見
直
す
一
つ
の
契
機
に
な
っ
て
い
る
。



議
会
基
本
条
例
を
つ
く
る
過
程
で
議
会
改
革
を
進
め
る
の
も
一
つ
の
方
法
で
あ
る
。
あ
る
い
は
議
会
基
本
条
例
に
あ
る
事
項
に
つ
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い
て
、
実
施
で
き
る
も
の
か
ら
実
施
し
て
い
く
と
い
う
方
法
も
あ
る
。
例
え
ば
、
条
例
の
制
定
を
し
な
く
て
も
、
議
会
報
告
会
は
実

施
で
き
る
し
、
す
で
に
実
施
町
村
の
数
を
示
し
た
よ
う
に
、
議
会
報
告
会
を
実
施
し
て
い
る
。
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こ
の
い
ず
れ
の
方
法
を
と
る
に
し
て
も
、
基
本
条
例
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
条
文
は
議
会
改
革
に
は
必
要
で
あ
る
。

議
会
基
本
条
例
の
制
定
は
、
今
ま
で
の
首
長
と
議
会
の
関
係
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
。
首
長
と
議
員
が
別
々

に
選
ば
れ
る
、

い
わ
ゆ
る
二
元
代
表
制
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

栗
山
町
議
会
は
整
然
と
運
営
さ
れ
、

一
般
会
議
は
町
民
の
意
見
を
聞
く
、
あ
る
い
は
も
っ
と
進
ん
だ
市
民
参
加
の
一
つ
と
し
て
評

価
で
き
る
。
た
だ
し
、
総
合
計
画
を
策
定
す
る
過
程
で
開
催
さ
れ
た
審
議
会
と
の
一
般
会
議
で
は
議
員
と
審
議
会
委
員
が
意
見
交
換

し
、
町
長
も
含
む
執
行
機
関
も
聞
い
て
い
る
と
い
う
状
況
は
ど
の
よ
う
に
評
価
す
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
栗
山
町
で
行
わ
れ
て
い

る
議
会
運
営
を
見
て
い
る
と
、
町
長
や
職
員
の
職
務
と
権
限
と
は
何
か
、
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

二
O
O
八
年
一
月
二
四
日
に
行
わ
れ
た
栗
山
町
の
議
会
基
本
条
例
の
視
察
の
際
に
、
結
果
の
責
任
は
誰
が
取
る
の
か
と
質
問
し
た

議
員
が
い
た
が
、
議
会
が
実
質
的
な
権
限
を
持
っ
た
と
き
、
た
し
か
に
こ
の
問
題
が
あ
る
。
議
会
を
ど
こ
が
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
か
、

と
い
う
問
題
で
あ
る
。

栗
山
町
橋
場
議
長
に
二
元
代
表
制
に
つ
い
て
尋
ね
た
時
に
、
「
議
院
内
閣
制
度
が
よ
い
、

二
元
論
は
矛
盾
が
出
て
く
る
」
と
い
う

答
え
が
返
っ
て
き
た
。
議
員
が
有
権
者
か
ら
、
議
員
か
ら
町
長
が
選
挙
さ
れ
る
議
院
内
閣
制
型
の
議
会
で
あ
っ
て
橋
場
議
長
が
町
長

な
ら
ば
、
納
得
で
き
る
や
り
方
で
あ
る
。
議
会
の
あ
り
方
は
多
様
で
あ
っ
て
も
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
栗
山
町
方
式
は
議
会
に
対

す
る
チ
ェ
ッ
ク
機
能
と
い
う
点
で
制
度
上
、
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。



（
1
）
栗
山
町
議
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
二

O
O
八
年
三
月
九
日
に
参
照
。
二

O
O
八
年
四
月
か
ら
視
察
を
有
料
化
（
五

O
O
円
）
す
る
と
書
か
れ
て

い
る
（
『
喜
一
ミ
当
者
ぎ
・
言
者
ロ
－
E
E
U面目白－
z
r
w色
色
。
・
甘
さ
R
－E
B
8
5
2白E
－E
E
を
二

O
O
八
年
三
月
一
九
日
に
参
照
）

0

（
2
）
現
在
、
議
会
基
本
条
例
を
施
行
し
て
い
る
県
市
町
の
条
例
は
各
県
市
町
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
県
レ
ベ
ル
で
は
神
奈
川
県

議
会
に
お
い
て
議
会
基
本
条
例
制
定
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
（
「
議
会
改
革
リ
ポ
ー
ト
・
変
わ
る
か
1
地
方
議
会
河
｜
議
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
テ
コ
に
、

議
会
基
本
条
例
の
制
定
を
目
指
す
｜
神
奈
川
県
議
会
」
（
『
ガ
バ
ナ
ン
ス
』
平
成
円
年
日
月
号
、
一
二
四
｜
一
二
七
頁
）

0

（
3
）
「
議
会
基
本
条
例
」
と
い
う
言
葉
を
初
め
て
使
っ
た
の
は
松
下
圭
一
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
松
下
は
「
『
議
会
基
本
条
例
』
の
な
か
で
招
集
、
組
織
、

会
期
、
公
開
、
参
加
な
ど
を
規
定
す
る
こ
と
を
考
え
る
べ
き
で
す
」
と
書
い
て
い
る
（
松
下
圭
一
『
自
治
体
は
変
わ
る
か
』
岩
波
新
書
、
一
九
九
九
年
、

六
九
頁
）

0
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（
4
）
大
森
嫡
『
新
版
・
分
権
改
革
と
地
方
議
会
』
（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
二

O
O
二
年
）
八
七
頁
参
照
。
前
三
重
県
知
事
北
川
も
同
じ
よ
う
な
意
見
を
述
べ

て
い
る
（
北
川
正
恭
『
生
活
者
基
点
の
「
行
政
改
革
」
」
ぎ
ょ
う
せ
い
、
二

O
O
四
年
、
一
四
五
頁
）
。
た
だ
し
議
会
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
の
は

わ
ず
か
三
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。
西
尾
勝
は
自
治
事
務
の
拡
大
に
伴
い
、
地
方
議
会
に
は
条
例
制
定
権
が
拡
大
さ
れ
る
と
述
べ
て
い
る
（
西
尾
勝
『
未
完

の
分
権
改
革
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
、
一

O
四
｜
一

O
五
頁
、
一
五
四
｜
一
五
八
頁
）

0

（
5
）
橋
場
利
勝
・
神
原
勝
「
栗
山
町
発
・
議
会
基
本
条
例
』
（
公
人
の
友
杜
、
二

O
O
六
年
）
九
頁
を
参
照
。
栗
山
町
は

O
二
年
三
月
に
議
会
情
報
公

開
条
例
を
議
員
提
出
議
案
と
し
て
提
案
後
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
議
会
ラ
イ
ブ
中
継
（

O
二
年
六
月
）
、
政
務
調
査
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
・

議
員
定
数
を
二

O
か
ら
一
八
へ
削
減
（
同
一
二
月
）
、
一
般
質
問
に
お
け
る
一
問
一
答
方
式
の
採
用
（

O
二
一
年
三
月
）
、
一
般
質
問
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
（
同

六
月
）
、
議
員
定
数
を
二
二
名
に
削
減
（

O
問
年
六
月
）
、
議
会
報
告
会
の
実
施
（

O
五
年
三
月
）
な
ど
議
会
基
本
条
例
の
提
案
に
至
る
ま
で
毎
年
議

会
改
革
を
積
み
重
ね
て
い
る
（
「
栗
山
町
議
会
基
本
条
例
の
策
定
の
経
過
」
（
『
与
一
＼
＼
割
当
者
－
E
Z
M－E
ュヨ
E
臼－

Z
耳
呂
田
。
・
甘
す
邑
g
E
8
5
5
Rま
’
－
・
沼
町
を

二
O
O七
年
一
二
月
一
日
に
参
照
）
。

（
6
）
『
三
重
県
議
会
基
本
条
例
」
前
文
参
照
宮
吾
＼
＼
当
者
名
・

3
E
5宅＼一

Z
2六
区
長
三
回
忌
。
ロ
＼

W
F
E
E
Z
E－E
E、
二

O
O
八
年
三
月
一
一
一
日
参
照
）
。

（
7
）
京
丹
後
市
議
会
大
同
衛
議
員
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
い
る
。
「
議
会
改
革
リ
ポ
ー
ト
・
変
わ
る
か
！
地
方
議
会
別
｜
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
懇

談
会
を
踏
ま
え
、
議
会
基
本
条
例
を
制
定
｜
京
都
府
京
丹
後
市
議
会
」
（
『
ガ
バ
ナ
ン
ス
』
平
成
羽
年
2
月
号
、
一
二
七
頁
）
を
参
照
。

平
成
一
六
年
一
一
月
一
日
、
上
野
市
・
伊
賀
町
・
島
ケ
原
村
・
阿
山
町
・
大
山
田
村
・
青
山
町
の
六
市
町
村
が
合
併
し
て
伊
賀
市
が
つ
く
ら
れ
た
。
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出
雲
市
は
一
七
年
三
月
に
出
雲
市
・
平
岡
市
・
佐
田
町
・
多
伎
町
・
湖
陵
町
・
大
社
町
の
二
市
四
町
、
京
丹
後
市
は
一
五
年
八
月
、
峰
山
町
、
大
宮
町
、

網
野
町
、
丹
後
町
、
弥
栄
町
、
久
美
浜
町
の
六
町
が
、
鉾
田
市
は
一
七
年
一

O
月
、
旭
村
・
鉾
田
町
・
大
洋
村
が
合
併
し
て
作
ら
れ
た
。

（9
）
平
成
一
九
年
二
月
二
八
日
午
前
一

O
時
に
開
か
れ
た
第
一
回
定
例
会
の
会
議
録
に
あ
る
田
山
宏
弥
（
Z
。
・
＝
∞
）
、
小
丸
劫
司
（
Z
。一
M
2
両
議
員

の
発
言
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
ア
ド
レ
ス
は
宮
菅
＼
＼
名
詞
ぎ
・
宮
口

Z
E∞百円
O
B右＼百釦＼
G
F
I
E己＼∞
8
・0
5、
二

O
O
八
年
三
月
二
一
日
に
参
照
。
伊
賀
市
の
基

本
条
例
の
制
定
の
過
程
や
そ
の
過
程
で
問
題
に
な
っ
た
点
に
つ
い
て
は
「
議
会
改
革
リ
ポ
ー
ト
・
変
わ
る
か
！
地
方
議
会

η
l三
重
県
伊
賀
市
議
会
」

（
『
ガ
パ
ナ
ン
ス
』
平
成
円
年
5
月
号
、
一
二
四

l
一
二
七
頁
に
詳
し
い
。

（
川
）
栗
山
町
議
会
に
は
会
派
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
会
派
に
関
す
る
規
定
が
な
い
。

（
日
）
伊
賀
市
基
本
条
例
に
は
、
「
議
会
の
会
派
は
政
策
を
中
心
と
し
た
同
一
理
念
を
共
有
す
る
議
員
で
構
成
し
、
活
動
す
る
」
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

会
派
は
政
党
所
属
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
条
例
に
あ
る
「
政
策
を
中
心
と
し
た
同
一
理
念
」
と
い
う
の
は
所
属
政
党
と
同
じ
で

は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、
伊
賀
市
議
会
会
派
は
、
爽
風
ク
ラ
ブ
、
清
風
ク
ラ
ブ
、
公
明
党
、
市
民
ク
ラ
ブ
、
維
新
の
会
、
親
和
ク
ラ
ブ
、
会

派
に
所
属
せ
ず
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
同
一
理
念
と
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
会
派
の
綱
領
は
必
要
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
三
重
県
で
は
、
新
政
み
え
と
日

本
共
産
党
三
重
県
議
団
の
二
会
派
が
綱
領
を
掲
げ
て
い
る
。
新
政
み
え
ほ
ど
の
綱
領
で
は
な
い
に
し
て
も
、
何
ら
か
の
綱
領
は
必
要
で
あ
る
。
政
党

と
会
派
が
一
致
し
て
い
な
い
の
は
三
重
県
も
同
様
で
あ
る
。

（
ロ
）
野
々
部
尚
昭
愛
知
県
稲
沢
市
議
会
議
員
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
二

O
O
八
年
一
二
月
一
一
一
一
一
日
）
。

（
日
）
議
会
報
告
会
は
宮
城
県
本
吉
町
で
初
め
て
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
（
橋
場
利
勝
・
神
原
勝
『
栗
山
町
発
・
議
会
基
本
条
例
』
二
三
頁
）
。
栗
山
町

は
条
例
と
は
別
に
、
「
議
会
報
告
会
開
催
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
」
を
公
表
し
て
い
る
（
喜
ミ
ー
さ

cg－

Z
3白
E－

Z
E
E
C右＼
3
E
5
8曳

E
m＼見・目以内問を二
O
O
七
年
一
一
月
三

O
日
に
参
照
）
。
伊
賀
市
第
六
条
の
四
「
市
民
と
の
意
見
交
換
の
場
」
の
一
つ
が
議
会
報
告
会
で
あ
る
。
｛
解
説
】

に
は
「
こ
こ
で
は
前
条
第
四
項
の
「
市
民
と
の
意
見
交
換
の
場
」
の
一
つ
と
し
て
議
会
報
告
会
を
設
け
る
こ
と
を
義
務
化
し
、
明
文
化
し
ま
し
た
」

と
書
か
れ
て
い
る
。

（
凶
）
愛
知
県
稲
沢
市
議
会
野
々
部
尚
昭
議
員
は
「
こ
れ
ら
の
項
目
は
、
議
員
が
一
般
質
問
で
取
り
上
げ
る
こ
と
で
あ
る
。
行
政
は
積
極
的
に
情
報
を

開
示
し
よ
う
と
し
な
い
の
で
意
味
が
あ
る
」
と
評
価
し
て
い
る
（
二

O
O
七
年
二
一
月
二
三
日
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）

0

（
日
）
神
原
勝
が
「
現
代
自
治
の
基
本
条
件
と
課
題
』
（
北
海
道
町
村
会
、
一
九
九
五
年
、
八
四
｜
八
六
頁
）
の
中
で
書
い
て
い
る
議
員
が
す
べ
き
六
つ
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議会基本条例の構成と具体的な展開（市川太一）

の
質
問
項
目
が
、
栗
山
町
の
条
文
内
容
に
酷
似
し
て
い
る
。

（
同
）
栗
山
町
の
橋
場
利
勝
議
長
は
、
「
今
の
議
会
は
質
問
、
質
疑
の
た
め
の
議
会
」
と
述
べ
て
い
る
。
（
橋
場
利
勝
・
神
原
勝
「
栗
山
町
発
・
議
会
基

本
条
例
』
四
一
一
頁
）
。
ま
た
、
二

O
O
八
年
一
月
二
四
日
に
開
催
さ
れ
た
栗
山
町
議
会
に
お
い
て
、
課
長
が
説
明
し
な
い
こ
と
に
対
し
て
議
長
が
議
会

の
開
催
中
に
注
意
し
た
。
職
員
を
議
会
答
弁
の
た
め
に
拘
束
す
る
と
、
業
務
に
差
し
支
え
る
と
い
う
理
由
か
ら
で
あ
る
。

（
打
）
栗
山
町
は
、
『
く
り
や
ま
議
会
だ
よ
り
』
に
全
体
の
政
務
調
査
費
収
支
を
報
告
し
て
い
る
。
調
査
研
究
活
動
は
、
同
じ
目
的
を
持
つ
議
員
同
士
で

構
成
さ
れ
た
班
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

O
六
年
度
は
「
行
政
経
営
と
行
政
改
革
」
「
中
心
市
街
地
活
性
化
」
「
市
町
村
合
併
」
の
調
査
活
動
報
告

が
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
「
く
り
や
ま
議
会
だ
よ
り
」
二

O
O
七
年
五
月
一
日
号
、
一
八
｜
一
九
頁
）

0

（
日
）
栗
山
町
の
「
議
会
中
継
」
で
会
議
の
状
況
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
（
ア
ド
レ
ス
は
宮
菅
＼
＼
当
者
名
・
5
当ロ－

E
ユ
苫
B
世－
E
存
呂
田
0
・
旨
布
。
ロ
号
B
g
q

N
C
C
∞－

M

吉
amwE0・
宮
百
円
で
あ
る
）

0

（
円
）
二

O
O
六
年
六
月
二
一
日
の
議
会
録
画
中
継
配
信
を
二

O
O
七
年
二
一
月
一
日
に
参
照
（
ア
ド
レ
ス
は
喜
一
＼
＼

3実
5
3・
E苫
2
・Z
区
OEO－

皆
応
ー
。
E
O
B
S
Q
N
Oま
ー
。
－
N－口出血
E
0
・E
E
で
あ
る
）

0

（
却
）
平
成
一
九
年
第
七
固
定
例
会
、
九
月
二
一
日
（
水
）
午
前
一

0
時
開
会
の
会
議
録
。

（
引
）
江
藤
俊
昭
「
増
補
版
自
治
を
担
う
議
会
改
革
』
（
イ
マ
ジ
ン
出
版
、
二

O
O七
年
）
五
七
｜
五
八
頁
参
照
。

（
泣
）
「
地
方
議
会
の
活
性
化
に
関
す
る
調
査
結
果
』
（
全
国
町
村
会
議
議
長
会
、
二

O
O
四
年
一
一
月
調
査
）
の
デ
i
タ
で
あ
る
。
結
果
は
、
宮
守
ミ
割
当
者
・

ロ由。雪印・唱右＼
E
B
E
g
Rぞ
M
I
－－
Z
E
に
お
い
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
（
二

O
O
八
年
三
月
一
一
一
一
日
参
照
）

0

（
お
）
『
く
り
や
ま
議
会
だ
よ
り
・
臨
時
号
』
栗
山
町
議
会
発
行
、
三

O
O六
年
三
月
一
日
（
E
Gミ
若
者
突
き
当
ロ
－
E
E苫自白－
g
r
w
E目。・皆＼
w
g
gミ
ま
’
3
・2
＼

ま
3
・包
E
－－
E
『
）
、
『
く
り
や
ま
議
会
だ
よ
り
・
臨
時
号
』
栗
山
町
議
会
発
行
、
二

O
O
七
年
三
月
一
日
（
宮
菅
＼
＼
者
当
者
・
5
5
M－E
ュヨ
E
伊－

Z
再
呂
同
。
・
旨
＼

－s
c
F。ロ＼宕
E
8
・2
＼
ミ
。
凶
包

E
r
E『
）
、
「
く
り
や
ま
議
会
だ
よ
り
』
（
栗
山
町
議
会
発
行
、
二

O
O
七
年
八
月
一
日
）
に
議
会
報
告
会
に
つ
い
て
の
結
果

が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
若
年
層
の
参
加
が
少
な
い
点
が
課
題
と
さ
れ
て
い
る
（
宮
守
＼
＼
者
巧
者
・
言
者
ロ
－

E
ユ
苫
自
白
・
ぎ
耳
包
含
右
＼
g
z
g
z＼ミ
12，
。
三
己
一

。’－
N
・1
同
を
二

O
O
七
年
二
一
月
一
日
に
参
照
）
。
二

O
O
五
年
度
か
ら

O
七
年
度
ま
で
の
議
会
報
告
会
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
は
、
町
与
に
＼
巧
当
者
－

件
。
き
こ
自
民
苫
自
由
－
F
。
耳
呂
田
。
・
甘
さ
邑
5
5
8
q
m－
Z
昇
。
E
－E
E
に
、
会
場
ご
と
の
参
加
者
数
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
M
）
伊
賀
市
の
議
会
報
告
会
へ
の
出
席
者
は
住
民
自
治
協
議
会
と
自
治
会
代
表
が
主
と
な
っ
て
い
る
。
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（
お
）
橋
場
利
勝
栗
山
町
議
会
議
長
に
は
二

O
O
八
年
一
月
二
四
日
、
安
本
美
栄
子
伊
賀
市
議
会
議
員
（
議
会
基
本
条
例
制
定
時
の
議
長
）
に
は
同
一

月
二
八
日
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。

（
お
）
安
本
議
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
同
右
）
。
な
お
、
住
民
投
票
条
例
を
め
ぐ
る
首
長
と
議
会
の
対
立
は
、
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
こ
れ
以
外
に
も
、
ま

ち
づ
く
り
条
例
の
制
定
過
程
で
も
同
じ
よ
う
な
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
「
『
協
同
』
議
会
は
蚊
帳
の
外
」
「
中
国
新
聞
』
二

O
O
七
年
二
一
月
三
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日
を
参
照
。

（
幻
）
宮
号
＼
＼
当
者
名
－

E
Z
H
r
E吉
日
ω・ぎ存呂田。』刀＼古田『－
3
5
2円
＼
明
書
U
S
E－m
F
E
E－
を
二

O
O
七
年
一
一
月
三

O
日
参
照
。

（
お
）
建
設
協
会
と
の
一
般
会
議
（
二

O
O
七
年
一
月
二
二
日
）

o
Z菅＼＼当者者－
E
当ロ－

E3ω
自由－

g存
臼
号
・
討
す
邑
5
5
8
5
5∞＼ミ。｝
MM・－x民
を
二

O
O
七

年
一
一
月
二
一

O
日
に
参
照
。

（
m）
栗
山
町
（
行
政
）
と
の
一
般
会
議
は
総
合
計
画
に
つ
い
て
二

O
O
七
年
八
月
一

O
日
に
聞
か
れ
て
い
る
o

F
与
に
＼
者
名
実
言
者
ロ
－

E
ュ3
5
0・E
耳
臼
号
・

旨
＼
宮
ユ
5
5
8
Z自
慢
さ
。
∞

5
・E
同
を
二

O
O
七
年
一
一
月
三

O
日
参
照
。

（
却
）
町
公
明
＼
＼
省
当
者
・
5
当ロ－

E
ユ
苫
Bω
－g
r
w
R－。・］ワ＼∞。
E
O
B
S
Q
M
Oミ
－
o
－
E白
血

E
0・E
E
を
二

O
O
八
年
一
一
一
月
二

O
日
参
照
。

を
議
会
中
継
オ
ン
デ
マ
ン
ド
放
送
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
般
会
議
の
や
り
取
り

（引）

議
会
報
告
会
は
宮
城
県
本
吉
町
で
初
め
て
開
催
さ
れ
た
と
言
う
。
本
吉
町
の
議
会
報
告
会
の
開
催
方
法
な
ど
は
、
｝
昌
司
一
＼
＼
当
者
割
・

5
5同・
5
2
3
2
E・

5
吉
宮
せ
＼
包

EF＼包＼
S
F
E
2・Z
E－
に
書
か
れ
て
い
る
（
二

O
O
八
年
三
月
二
一
日
に
参
照
）
。
広
島
県
三
次
市
議
会
で
は
議
会
基
本
条
例
は
現
在
検
討

中
で
、
ま
だ
制
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
議
会
報
告
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
（
二

O
O
七
年
一
二
月
二
三
日
に
聞
か
れ
た
「
地
方
政
治
行
政
研
究
会
」

に
お
け
る
三
次
市
議
会
福
岡
誠
志
議
員
の
報
告
）

0

［
付
記
］

本
稿
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
、
栗
山
町
議
会
橋
場
利
勝
議
長
、
同
議
会
中
尾
修
事
務
局
長
、
伊
賀
市
議
会
安
本
美
栄
子
議
員
（
前
議
長
）
、

同
松
永
彰
生
事
務
局
長
、
愛
知
県
稲
沢
市
議
会
野
々
部
尚
昭
議
員
、
三
次
市
市
議
会
福
岡
誠
志
議
員
の
み
な
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。
お
忙
し

い
な
か
時
間
を
割
い
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
本
稿
の
執
筆
の
き
っ
け
に
な
っ
た
の
は
、
広
島
県
安
芸
高
岡
市
議
会

加
藤
英
伸
議
員
を
は
じ
め
と
す
る
議
員
の
み
な
さ
ん
た
ち
と
の
勉
強
会
で
あ
っ
た
。
あ
わ
せ
て
お
礼
を
申
し
k
げ
た
い
。


